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マンスリーニュース・感謝と更なる充実へ

　JVECマンスリーニュースの創刊は 2016 年６月でした。あれから４年経ちました。おかげさまで 50号
まで毎月、マンスリーニュースを発行することができました。編集・デザインを担当してくださった丸原
さん、そしてマンスリーニュースに感想を寄せて下さった会員の皆様に心より感謝いたします。新型コロ
ナウイルス問題で、世の中が大きく変わりつつあります。時代は人と人、人と自然の触れ合いを今まで以
上に求めています。屋上菜園も、これからの新しい世界への架け橋の一つになる可能性が見えてきたよう
に思われます。そのためには屋上菜園に携わっている方やグループとのネットワークづくりも必要になっ
てきているように感じます。
　今後、会員の皆様への情報の伝達と共有はSNSやホームページで行っていきます。ということで、この
形のマンスリーニュースは50号で終了となります。皆様、長い間のご愛読、本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　阿部　義通

１    　.「神田の森」ブドウ、夏野菜、成長中

　　　先日植え替えられたブドウの木は、根を伸ばすスペー
　　スが広がり９月からの収穫が楽しみです。それから夏に
　　収穫する野菜の苗を植え付けました。今年は小玉スイカ、
　　ミニトマト、ナス、シシトウ、ゴーヤ、オクラです。ハ
　　ゴロモの社員の皆さんにも収穫して
　　食べていただく予定です。その他、
　　遊心さんの「綿」と「藍」が発芽し
　　ました。藍は昨年ここで栽培した藍
　　から採ったもの。発芽率が良くない
　　ようです。再度種をまく予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤）

３.「エゴマ日記」苗の移植　
　　　苗の移植の前半が終わり、後半の苗を植える準備をし
　　ているのですが、梅雨に入ったのでなかなか畑に入れま
　　せん。天気の良い日に畝をたて、苗の移植をしたいので
　　すが、雨の量が多く、畑が乾き
　　にくい状態が続いています。
　　毎年どの時期に定植するかタ
　　イミングが難しいです。今年
　　は新しい移植機で苗を植えて
　　います。　　　　　　（柴原）

4　.「ＪＶＥＣ広報部会」 ＳＮＳへの投稿開始
　　　６月よりインスタグラムで北千住ルミネと「神田の森」
　　として神田ハゴロモビル屋上の畑のご紹介を始めまし
　　た。他の屋上菜園についても順次ご紹介していく予定
　　です。またフェイスブックも準備が整い次第投稿してい
　　きます。しばらく試運転ですが、間もなくペースを上げ
　　ていきます。まずは投稿第１号をご紹介しますので、ぜ
　　ひ一度ご覧ください。アカウントをお持ちの方がいらっ
　　しゃいましたら、フォローや「いいね」もよろしくお願
　　いします！
　　https://www.instagram.com/p/CBVUytRn6MP/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤・藤掛・阿部）

5　. よみうりカルチャー　JVEC講座10月から開設
　　　読売・日本テレビ文化センター北千住からJVECに野
　　菜栽培の講座新設の件で打診がありました。カルチャー
　　スクールで菜園の基礎を座学で学び、現在JVECが栽培
　　管理している北千住ルミネの屋上菜園を見学する、とい
　　う構想です。打ち合わせの結果、開設が決まりました。
　　是非、多くの方に受講していただければと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（阿部）

2.「第二の故郷プロジェクト」 山梨県南部町、身延町出張打合せ

　　　新型コロナウイルス問題を受けて企業、人の地方への
　　移住が急速に進む兆しが見えてきました。私たちの「第
　　二の故郷」プロジェクトのコンセプトに重なる動きが例
　　えば山梨県でもでてきています。ただ受け入れる現地側
　　は都会からやってくる人々による感染を警戒していると
　　のことです。最終的にいつ山梨県南部町、身延町に出張
　　するか流動的ですが、その間、山梨県の JVEC 会員の志
　　沢さんとも打ち合わせを重ねてJVECの「第二の故郷」プ
　　ロジェクト案に更に磨きをかけていくことにします。環
　　境省も全国34ヶ所の国立公園などで仕事と休暇を両立さ
　　せる「ワ―ケーション」を実現できるように環境整備を
　　するとのことです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤・浜森・阿部）
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JVECホームページは毎月更新されています。会員の皆様は是非ご覧ください。→https://www.jvec.jp/

◇北千住ルミネ屋上菜園部会◇
夏野菜栽培作業　繁忙期

　梅雨の晴れ間のこの日、まずはブドウとスイカの整
枝（せいし）を行いました。これはブドウの長すぎる
枝を切り、スイカの余分な孫ツルを取り除く作業です。
必要以上の枝やツルを切るとその分の栄養が実に回る
効果があります。そのためこの作業は、実を大きくお
いしくするために欠かせません。スイカは少しずつ花
が咲いていました。スイカは雌花と雄花があり、栽培
では人工授粉をしなければなりません。人工授粉といっ
ても、雄花を摘んで中の花粉を雌花に「ポンポン」と
優しく付着させるだけです。午前の早い時間にやるの
がポイントです。ちなみにスイカの雌花と雄花は、実
になる丸いふくらみの有無で簡単に目分けられます。
ふくらみがあるのが雌花です。ほかにもこの日は、モ
ロッコインゲンの苗を植えました。先月苗を植えたば
かりのトマトには早くも青い実が出来ていました。　
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤掛）

　４月は新型コロナウイルス問題で講習会を開催する
ことができませんでしたが、６月は一定の注意事項の
下、６日に開催することができました。屋外の菜園で
実施しました。２回に分けて講習会を持ち、14 区画の
利用者の皆さんが参加されました。今年は天候にも恵
まれ、また利用者の皆さんが熱心に栽培作業をされて
いますので野菜は順調に成長しています。（阿部・庭野）

◇三井住友海上火災（株）駿河台菜園部会◇
講習会を実施しました

　６月11日、職員のIさんと一緒にジャガイモを収穫し
ました。今年は惜しむらくは昨年に比べ少し小さく、
また全体の収穫量も少なめでした。７月
からミニトマト、中玉トマトの収穫が始ま
り、８月上旬には小玉スイカの収穫です。
そして９月はブドウの収穫！入居者の皆
さんと一緒に収穫できる日が早く来ます
ように。　　　　　　　　（庭野・阿部）

◇墨田区老人ホーム部会　こまち墨田館◇
ジャガイモの収穫

　の活動報告活動報告

◇北千住ルミネ屋上菜園部会◇

6月6月

屋上菜園全景 スイカの雌花

駿河台屋上菜園全景

ミニトマトとピー太郎

ブドウの実が７房

　６月11日に菜園の整地後、ミニトマトを植え付けま
した。６月から作業再開となりましたが、今年は新型
コロナウイルス問題で家庭菜園ブームとなり、ホーム
センター、種苗店の苗が売り切れ状態になりました。
そこでミニトマトは阿部の武蔵野農園から苗を持って
きて11日に定植しました。キュウリは庭野さんが種か
ら育てたものを、ネギ、ピーマンは庭野さんの農園か
ら持ってきた苗を25日に定植しました。何とか間に合
いました。　　　　　　　　　　　　　　（阿部・庭野）

◇台東区老人ホーム部会　フレスコ浅草◇
　夏野菜の植付け・種まき実施
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□台東区老人ホーム※講習会、ワークショップ当面中止　
　9 日・23日 指導　午後２時～４時［隔週木曜日］
　阿部・庭野・丸原　　
　場所／フレスコ浅草（台東区浅草）

□墨田区老人ホーム　栽培管理作業（6区画）※懇談会当面中止
　8日・22日　午前９時30分～11時30分［隔週水曜日］
　阿部・丹羽・庭野・古庄　　場所／こまち墨田館（墨田区押上）

□三井住友海上火災　栽培指導(24区画)　※１区画/６㎡
　4 日・11日・18日・25日 指導　午前10時～12時［毎週土曜日］
　 阿部・庭野　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　場所／三井住友海上火災ビル屋上（千代田区神田駿河台）

□北千住ルミネ屋上菜園作業（13区画）　※１区画/幅0.7ｍ×長さ６ｍ
　1日・8日・15日・22日・29日作業　午前9時～11 時　［毎週水曜日］　
　 阿部・丹羽・庭野・藤掛・丸原・森川・渡辺
　場所／北千住ルミネ ( 足立区千住旭町 )
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